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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年2月9日(2017.2.9)

【公開番号】特開2014-123119(P2014-123119A)
【公開日】平成26年7月3日(2014.7.3)
【年通号数】公開・登録公報2014-035
【出願番号】特願2013-253009(P2013-253009)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  13/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/34     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   1/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   15/20     ５１５　
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ５５０　
   Ｆ１６Ｃ   13/00     　　　Ｚ
   Ｂ３２Ｂ   27/34     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/30     　　　Ｄ
   Ｂ３２Ｂ    1/08     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月27日(2016.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、
　基材上に配置され、約５０パーセントから約９５パーセントの気孔率を有するポリイミ
ドエアロゲルからなる中間層と、
　中間層上に配置された、フルオロポリマーを含む表面層と、
　を含む定着器部材。
【請求項２】
　請求項１に記載の定着器部材であって、ポリイミドエアロゲルの厚みが約０．０１０ｍ
ｍから約１０ｍｍである、定着器部材。
【請求項３】
　請求項１に記載の定着器部材であって、ポリイミドエアロゲルの密度が約０．１ｇｍ／
ｃｍ3から約０．５ｇｍ／ｃｍ3である、定着器部材。
【請求項４】
　請求項１に記載の定着器部材であって、ポリイミドエアロゲルの表面積が約１００ｍ2

／ｇから約５５０ｍ2／ｇである、定着器部材。
【請求項５】
　請求項１に記載の定着器部材であって、ポリイミドエアロゲルの孔径が約２ｎｍから約
２００ｎｍである、定着器部材。
【請求項６】
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　請求項１に記載の定着器部材であって、フルオロポリマーが、ポリテトラフルオロエチ
レン（ＰＴＦＥ）；パーフルオロアルコキシポリマー樹脂（ＰＦＡ）；テトラフルオロエ
チレン（ＴＦＥ）およびヘキサフルオロプロピレン（ＨＦＰ）のコポリマー；ヘキサフル
オロプロピレン（ＨＦＰ）およびビニリデンフルオリド（ＶＤＦまたはＶＦ２）のコポリ
マー；テトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）、ビニリデンフルオリド（ＶＤＦ）およびヘキ
サフルオロプロピレン（ＨＦＰ）のターポリマー；ならびにテトラフルオロエチレン（Ｔ
ＦＥ）、ビニリデンフルオリド（ＶＦ２）およびヘキサフルオロプロピレン（ＨＦＰ）お
よび硬化部位モノマーのテトラポリマーならびにこれらの混合物からなる群から選択され
るフッ素プラスチックである、定着器部材。
【請求項７】
　請求項１に記載の定着器部材であって、フルオロポリマーが、ビニリデンフルオリド、
ヘキサフルオロプロピレンおよびテトラフルオロエチレンのうちの２つのコポリマー；ビ
ニリデンフルオリド、ヘキサフルオロプロピレンおよびテトラフルオロエチレンのターポ
リマー；ならびにビニリデンフルオリド、ヘキサフルオロプロピレン、テトラフルオロエ
チレンおよび硬化部位モノマーのテトラポリマーからなる群から選択されるフルオロエラ
ストマーである、定着器部材。
【請求項８】
　請求項１に記載の定着器部材であって、基材が、ポリイミド、ポリアラミド、ポリエー
テルエーテルケトン、ポリエーテルイミド、ポリフタラミド、ポリアミドイミド、ポリケ
トン、ポリフェニレンスルフィド、フルオロポリイミド、フルオロポリウレタン、アルミ
ニウム、ニッケルおよびステンレス鋼からなる群から選択される材料を含む、定着器部材
。
【請求項９】
　基材と、
　基材上に配置され、約５０パーセントから約９５パーセントの気孔率を有し、約２ｎｍ
から約２００ｎｍの孔径を有するポリイミドエアロゲルからなる中間層と、
　中間層上に配置された、フルオロポリマーを含む表面層と、
　を含む定着器部材。
【請求項１０】
　請求項９に記載の定着器部材であって、ポリイミドエアロゲルの厚みが約０．０１０ｍ
ｍから約１０ｍｍである、定着器部材。
【請求項１１】
　請求項９に記載の定着器部材であって、ポリイミドエアロゲルの密度が約０．１ｇｍ／
ｃｍ3から約０．５ｇｍ／ｃｍ3である、定着器部材。
【請求項１２】
　請求項９に記載の定着器部材であって、ポリイミドエアロゲルの表面積が約１００ｍ2

／ｇから約５５０ｍ2／ｇである、定着器部材。
【請求項１３】
　請求項９に記載の定着器部材であって、フルオロポリマーが、ポリテトラフルオロエチ
レン（ＰＴＦＥ）；パーフルオロアルコキシポリマー樹脂（ＰＦＡ）；テトラフルオロエ
チレン（ＴＦＥ）およびヘキサフルオロプロピレン（ＨＦＰ）のコポリマー；ヘキサフル
オロプロピレン（ＨＦＰ）およびビニリデンフルオリド（ＶＤＦまたはＶＦ２）のコポリ
マー；テトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）、ビニリデンフルオリド（ＶＤＦ）およびヘキ
サフルオロプロピレン（ＨＦＰ）のターポリマー；ならびにテトラフルオロエチレン（Ｔ
ＦＥ）、ビニリデンフルオリド（ＶＦ２）およびヘキサフルオロプロピレン（ＨＦＰ）お
よび硬化部位モノマーのテトラポリマーならびにこれらの混合物からなる群から選択され
るフッ素プラスチックを含む、定着器部材。
【請求項１４】
　請求項９に記載の定着器部材であって、基材が、ポリイミド、ポリアラミド、ポリエー
テルエーテルケトン、ポリエーテルイミド、ポリフタラミド、ポリアミドイミド、ポリケ
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トン、ポリフェニレンスルフィド、フルオロポリイミド、フルオロポリウレタン、アルミ
ニウム、ニッケルおよびステンレス鋼からなる群から選択される材料を含む、定着器部材
。
【請求項１５】
　請求項９に記載の定着器部材であって、基材と中間層との間に配置された接着層をさら
に含む、定着器部材。
【請求項１６】
　請求項９に記載の定着器部材であって、中間層と表面層との間に配置された接着層をさ
らに含む、定着器部材。
【請求項１７】
　基材と、
　基材上に配置され、約５０パーセントから約９５パーセントの気孔率を有し、約２ｎｍ
から約２００ｎｍの孔径を有する細孔を有し、約０．５ｍｍから約１０ｍｍの厚みを有す
るポリイミドエアロゲルからなる中間層と、
　中間層上に配置された、ポリテトラフルオロエチレンおよびパーフルオロアルコキシポ
リマー樹脂からなる群から選択されるフッ素プラスチックを含む表面層と、
　を含む定着器部材。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の定着器部材であって、表面層の厚みが約１μｍから約４００μｍで
ある、定着器部材。
【請求項１９】
　請求項１７に記載の定着器部材であって、表面層がフィラーをさらに含む、定着器部材
。
【請求項２０】
　請求項１７に記載の定着器部材であって、ポリイミドエアロゲルの表面積が約１００ｍ
2／ｇから約５５０ｍ2／ｇである、定着器部材。
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